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海なし県「ながの」から海ごみを考えよう

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年に引き続き、（公財）八十二文化財団主催による企画展に参加しま
した。当協会の今年のテーマは「海なし県「ながの」から海ごみを考えよう」。
海ごみ対策のビデオ上映、海洋ごみのパネル展示［写真上］、「2050 ゼ
ロカーボン」関連教材展示を行ったほか、開催期間中には、デジタル地
球儀「触

さわ

れる地球」の体験会［写真左］、ロビーでのワークショップ
「CHANGE
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カードゲーム」体験会［写真右下］が行
われました。また、県内小学 5･6年生を対象に、信州とイカの深い関係
を調査し、今、日本海で起きている海の変化を学習するために企画され
たプロジェクト「信州イカ調査隊」の隊員も訪れ、デジタル地球儀に映し
出される様々な地球の問題を学習しました［写真左下］。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

このカードを
実行したら、
海ごみ減らせ
そうですね。

推進員 ふふららっっとと インタビュー 市澤
いちざわ

和宏
かずひろ

さん （豊丘村）

推推進進員員のの方方々々ににふふららっっととイインンタタビビュューーすするる企企画画でですす。。

今今回回はは企企画画展展ににおお越越ししいいたただだいいたた市市澤澤和和宏宏ささんんにに推推進進員員活活動動へへのの思思いいをを伺伺いいままししたた。。

―研修会にご参加いただきありがとうございます。企画展はいかがでしたか？

市市澤澤推推進進員員（（以以下下○○市市 ））：：どどのの展展示示もも興興味味深深くく拝拝見見ししままししたたがが、、「「触触れれるる地地球球」」はは特特にに素素晴晴らら

ししいいココンンテテンンツツででししたた。。環環境境問問題題にに興興味味をを持持っってていいたただだくくににははききっっかかけけ作作りりがが非非常常にに大大事事でで、、最最適適ななツツーールルだだ

とと感感じじままししたた。。南南信信ででもも積積極極的的ににＰＰＲＲししてていいたただだききたたいいとと思思いいまますす。。

―今回初めて推進員に応募していただきましたが、きっかけを教えてください。

○○市市 ：：私私はは令令和和 年年 月月にに豊豊丘丘村村のの公公民民館館長長にに就就任任以以来来、、 推推進進活活動動をを行行っっててききままししたた。。村村のの環環境境課課

とと連連携携しし をを広広めめるる取取りり組組みみもも行行っってていいまますす。。そそののごご縁縁ががあありり、、今今回回のの応応募募にに村村かからら推推薦薦ののおお話話ををいいたた

だだきき、、公公民民館館長長のの業業務務とと両両立立ででききるる範範囲囲ででなならら、、とといいううここととででおお引引きき受受けけししままししたた。。

―活動を進めていく上で心がけておられることはありますか？

○○市市 ：：温温暖暖化化ををははじじめめととししたた環環境境問問題題へへのの対対策策はは、、知知識識やや意意欲欲ののああるる方方だだけけででななくく、、よよりり多多くくのの方方にに取取りり組組んん

ででいいたただだくくここととがが大大事事だだとと思思いいまますす。。そそののたためめににはは、、““横横ののつつななががりり””をを強強くくししてて情情報報がが行行きき渡渡るるよよううににししたたりり、、

今今ままでで活活動動にに参参加加さされれてていいななかかっったた方方がが最最初初のの一一歩歩をを踏踏みみ出出せせるるよよううにに、、 やや をを学学ぶぶ機機会会をを提提

供供ししたたりり、、イイベベンントト等等をを通通じじてて““後後押押しし””ををししてていいききたたいいとと考考ええてていいまますす。。

―今回は「海ごみ」に焦点を当てた展示もありましたが、取り組んでいることはありますか？

○○市市 ：：長長野野県県はは海海かからら遠遠いいののででななかかななかかイイメメーージジししづづららいいののでですすがが、、子子どどももたたちちににはは「「村村をを流流れれてていいるる天天竜竜川川

はは海海ままででつつななががっってていいるるんんだだよよ」」とといいうう話話ををよよくくししまますす。。そそししてて、、大大人人子子どどもも問問わわずず、、道道端端やや畑畑ででママルルチチのの切切れれ

端端ややププララススチチッッククごごみみをを見見つつけけたたととききににはは拾拾おおううとと呼呼びびかかけけてていいまますす。。
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＜前ページより＞

●小規模水力発電への期待

長野県は豊富な水資源と高低差のある地形が
あり、小規模水力発電のポテンシャルが非常に
高い地域と言われています。農業用水路などを
利用した小規模水力発電（小水力・マイクロ水力）
はこの地域資源を活かした再生可能な地産地
消・地域循環型のエネルギーとして期待されて
います。 
長野県が令和 3年 6月に策定した「長野県ゼ
ロカーボン戦略」では、持続的な脱炭素社会づく
りの実現を目指し、温室効果ガス正味排出量を
2030年度に 2010年度比で 6割削減、2050年
度に同比でゼロにするという非常に高い目標を
掲げています。この実現に向けて、本県の恵まれ
た自然環境を最大限に生かした再生可能エネル
ギーの生産量を 3 倍以上に拡大することを目指
しており、その一つとして、小水力発電のポテン
シャルを最大限に活用することになっています。
また、2050 ゼロカーボンの実現には、技術革新
や先端技術の活用など、従来の延長線上にはな
い取組が求められており、県内企業のグリーン
成長分野への挑戦を後押しし、ゼロカーボン関
連産業を育成することになっています。 

●産学官が連携し課題解決を探る

小規模水力発電は、発電効率向上やゴミ処理
などの技術的課題のほか、水利権などの各種法
規制への対応などの様々な課題があり、普及に
は至っていない状況にあります。 
特に、季節によって変化する流量や地形によ
る落差の違いなどにより、地域毎に対応した最
適な発電効率などの技術的課題と、小規模発電
の適地の選定には、地元の利水関係者等との協
議、流量調査、許認可手続きなどの社会的課題が
あります。このため、実現までには多くの時間や
労力が必要となっています。 
そこで、グリーンイノベーションセンターで
は、産学官の新しい枠組みで、地産地消・地域循
環型のエネルギーとして優位性を持つ小規模水 

力発電の県内への普及促進のため、技術的課題
と社会的課題の両輪で情報共有し、課題解決の
糸口を探ることを目的として「小規模水力発電
研究会」を令和 5年 6月に発足しました。 
研究会の構成は、ビジネス展開を目指す県内

企業、技術支援や社会実装支援を行う信州大学
工学部飯尾研究室と信州産学みらい共創会、地
域への普及促進の支援を行う長野県環境部ゼロ
カーボン推進室と長野県企業局電気事業課にご
参画をいただき、当機構が研究会の企画・運営を
していきます。［下図参照］ 
本研究会の活動を通じて、小規模水力発電を

県内へ普及するための支援策の検討や地産地消
エネルギーマネジメントシステムの可能性の追
求等をしながら、長野県ゼロカーボン戦略の実
現への貢献を目指しています。 

●今後の活動

小規模水力発電研究会のキックオフには、県
内の関連企業など、約 50名の参加がありました
［写真］。信州大学工学部准教授の飯尾昭一郎先
生から小規模水力発電の研究開発事例のご講演
と、長野県企業局電気事業課と長野県環境部ゼ
ロカーボン推進室から長野県の取組についてご
紹介をいただきました。 
今後は、研究会の参加者へのアンケート調査

を行い、要望等を踏まえた上で、3か月に 1回程
度のペースで、先進地視察や勉強会を企画する
予定です。研究会は毎回参加者を募集しますの
で、小規模水力発電に関心のある県内企業や支
援機関等のご参加をお待ちしております。 

小規模水力発電研究会 小規模水力発電×地産地消エネルギー×産学官連携

小規模水力発電関連企業
ビジネス展開

信州大学工学部 飯尾研究室
信州産学みらい共創会
企業への学術的支援・社会実装支援

県環境部ゼロカーボン推進室
県企業局電気事業課
地域への導入普及

長野県産業振興機構
研究会の企画・運営

研究プロジェクトの組成

連携
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